月 この 旅日記の 一 部分ず つ を 雑誌 『弘 道』 に 掲載して 

いた。 別に 書斎と いう もの を 持たず、 食堂の 長テ— ブ 

ルの 正面に 座り、 背 あかり を 受けつつ 一 冊 十五 銭 ぐら 

いの 帳面の 上に かがみこん では、 父から ある 年の 誕生 

日の おくりもの として 貰った 万年筆 を 毛糸の 袋から と 

リ 出して 動かして いた 母の 姿 こそ 私共に 親愛な 母の 俤 

である。 昨年 五月 発病 当時 も 母 は 例の 旅日記の 下書き 

を 整理 中で あつたが、 遂に それ を 自身の 手で 完結す る 

事が 出来ず 長逝した のであった。 母が 幼年 及び 少女 時 

代 を 過した 築地 向島 時代の 思い出に は、 明治 開化 期 前 

後の 東京 生活が 髡髴 として 興味 ふかく 初霜 (明治 三十 



年の 日記) に は 若 かりし 父母の つつまし い 日常の 姿が 

簡素な 行文の 間に 愛らしく 子等の 前に 輝いて いる。 

頁数 その他の 関係から、 この 一 冊に は 母が 書きの こ 

した ものの 僅か 五分の 一 を 収録し 得た に過ぎないの は 

残念である。 

この 家族 的な 雰囲気に 満ちた 文集 『葭の 影』 一 巻 は、 

私達 子等 をよ ろ こばせ、 尽きぬ 感想 の 源泉と なる ば か 

リで なく、 五 力 月の 相違で、 母 を その 誕生に よって 悦 

ばす ことの 出来なかった 太郎ゃ 未来の その 弟妹た ちに 

とっても、 やがて、 よき 祖母からの おくりもの となる 

であろう こと を 確信す る。 この 文集の 完成に あたって、 



底本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十七 巻」 新 日本 出版社 

1981 (昭和が) 年 3 月^日 初版 発行 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 4 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十五 巻」 河 出 書房 

1953 (昭和が) 年 ー 月 発行 

初出 ： 「葭の 影」 中 條葭江 (母) 追悼 録の あとがき 

1935 (昭和^) 年 7 月 発行 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 " 磐余彦 

2 003 年 9 月！； 5 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



